
平城宮跡と平城京跡の発揃調査

平城宮跡発掘調査部

平城宮跡発掘調査部では，1974年度には第 1表に示した調査をおこなった。宮内の調査のう

ち，~H8次北は推定第 2 次内衰の後宮東北部にあたり，この淵斉.をもって第 2 次内裏地区東三|三

部の調査をほぼ完了したことになる。第81次1.1"は前イ下度にひき統色通称一条通り沿いの民家

移転後の整備に伴う調査で大膳服地区の訓査もほぼ終了したといえる。銘88次調査として一括

したものの中には(1)平城宮周辺および法悲守旧民内での民家の改築などに伴う小説伎な現状

変更の調弦，(2)平城京内における住宅建築の事前調査を合んでし、る。今年度とくに特徴的だ

ったのは大腕伎な事前調査が集中したことであった。前年度から統いての奈良市庁舎建設予定

地 (~~86次) ， 県警拍木予定地(第90次)，当研究所J:_m版文化財七ンター宿合予定地(第89次) ， 県

t{~. 1表 1974年度発品i印1査状況
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τドー滅{iE; ~弥と干'k北京跡のfí'ilr.liJI，'，IN

話住宅建設予定地 (~'f93次)などにみられる大加紋/工公共施設建築の事 lìíî調査が多く，平城京遺

跡の保存問題ともあわせて考えてL、く必要のある川j出であろう。また，今年度は薬師寺 ・大安

:i'などの大寸ーのJJo'旧民内での現状変史の%:i叫RにI土1]すべきものがあった。

以下ではこれらな 2却にわけー(1)一千城宮跡(抗78次北 ・81次'1'. 91. 92次)と-'1λ城せ':sU・西而大垣

こ1)';]する主Ir知見，(2)'ji-~点以内 (むíf86;;，， 89次， 90孔 93次〉迫跡，柴山ili守，大安一;1)ーなどの各遺跡に

ついて既要を被告する。

( 1 ) 平城宮跡およびその周辺の発掘調査

推定第2次内裏後宮 山178次:1ヒ) 調査j也|ぎはHf~Æ節 2 次内災内部の東北~~!lにあたり ，阿は第36次，

南は第78次1'14調在地|メーに続く 束凶601ll，1十J北33mの柏開について行なった。今回の調査によっ

て内京地区の'1'火:部から米半部にかけて 6'，~ IJ;Rの淵交を終えたことになり，逃仙の変:ì~や性格

について総合的な:j'1]IOiが可能になってきた。そこで，当研究所で、は第78次北地|文.の調査を実施

したのち，IIH和50年 1月9日に第 1同内14検討会をrmし迫.h"'iの変避を'1'心とする検討を行なっ

た。

以ドは第78次北地|ぎの調査結果を小心とし，併せて内以J也灰全休の変i立について，17ヲ裏検討

会の報告をもとにして略記する。

第78次北倹 1 1 1 の主なi削b'H主捌^5T.柱建物1 91~[，築地川 }JÍ~ 1糸，倒立 t住1)111列 9条，前 6条などで

ある。当地1)(:では追出の了Ji.:複関係で 6J副のに|メ:分することができるが，内東地1><:全体の時Wl区

分に したがって A~ EJU]の 5 大W]に ， BJOlをB，、 B3JUIに，D JPJを D ， ~D ， JU ]に小灰分する。

AJOl 第78次調流!灸Il¥.il!kf昨はSA6905， S B4775・8010である。 SB4775とSB8010はと も

に1011¥Jx 3 n\ ] で 20尺の川陥を ii:J:いて京内に~1(~ひ(~'~78次 1'(4検 IU の S B7882とSB8010は内妻を揃

えて 23尺 1 /\1隔て.m北に \l~列する。 これら 3 .j~fは S B4775を北)!t，他の2Nfを市庇とするほか，

L、ずれも規般等しく ，内部を 4京じ川イ1:切るゴU'fl、もl，iJじである。 SB8010の東約13尺隔てて南

北側ダIJS A6905を 4 11 \1分縦認した。 こ の間列は AJUJI )~J~の東町11 を |ヌjllîす るもので， :1じ而IJDlSA 

486， P印刷JIlIS A655とともに一辺 600パの正

方形|天iilliを形成する。この|ヌ.回の'I'j!;にi[搬

S B4700を抑え ， 1年l 属 j~ f として Tìíj記 3hl!のほ

か，北辺に SB062・069・4837があり，いず

れも桁行の長い東凶械で，百J肢の背後に集'1'

させている O

s.JUJ 第78次北検山道端はSB4780・4783

・4825・7873・8000・8004，S A 8009・8011

・8045，S D7870・7863である。

S B4780とSB4783の2掛けま10)ミ1/¥llrMで岐

列する101日Jx 21同のよ1[1恒例(辿物でIjijおは 4出
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奈良国立文化財研究所f凶i

1走者ーは 2 室に問イ}切る。両建物の l iJ l隔が狭いためöHf<lは双立形式と Hf~定される。 S B4780の北

50尺陥てて建つSB4825はSB4780と両側而をj'JIijえ，同辿物の東t;itをfJlJ}S A8045で繋ぐ。 SB

4825とこのi!...1iに益列する SB4835は第36次訓査で，それぞれ単Jr!s，t肪列と考えられてきたが，

nu不U29i=J三調査てe後期の北l自i築地回廊南側I，YiFに倹l!jされた柱穴を北側l而とする建物と推定 し
た。これら4陳は後'g'北方ブロックを形成する殿合併で，この点にl匂北230尺，東西170尺の内

衷東北I~J!Jを画するブ ロ γ クがある。この rl~火北0í-り に 91 1\"1 x 41HIの 4 1侃 IfE .ll~西 i陳述物 S B8000 

を内き ， 目的|明に同じ)JW~をもっ 2 而庇附北-Ill!ill物 S B7873の政側1(liをS88000の西側而と柱

筋を揃えて建てる。このプロックの商品iに後して北上し， r l~:?-!:で・束に折れ内京外に流出する 11日

出SD7870がある。この11自渠の東端では，S B7873の陶から東北方に斜行する11肖渠SD7863が

介流している。この合流点はのちに凶に 4111利移されるのであるが，そのliiHこS88000をl隠し

てその東南部に虫甑して|句北棟建物SB8004がillてられ， 合流入~\を移 した際には S B8004を峻

してL字形の術SA8009・8011を設けている。したがって，次の B 2JU I ~二築地l 'll lr!i iを建てる以前

にその下照に SB8000とif(直して 2fii!の組替えが認められる。

BdUJの内哀を IU~ る ，1 1m は点四で・は AJ~Jの S A6905を!踏襲し， 北而は SA 486 ・~j:Ý4 に30g ， ;yj 1(li 

はSA655を南に60パ脇!肋させ， 全体で京i&600尺.1何北630尺のやや;yj北に長いノ7形区iilliとす

る。この区画内にl村北6311\]. 東西59聞のブ71民地'，'i l]を行なって建物の配位を決めている。ーブ~1限

円借は したがって Iむ北10)~ ， 点西10尺強と ・なるが， 各.ili4ÞJの住配 i位はほほ'このノ)"1眼íI岐に合せ

て殆んどの建物を10尺等11¥]とする。

B2即j 第78次倹IUill.t-tWI土SC156. S B064. S A8043， S D7872・8010である。

この時期はBdUI内部の，fJll}列SA6905を'1."lllh献と して 築地図lfilIS C156に改めるH寺JUlである。

内部の建物はBd訓を断裂するが s築地回廊にかかる SB4825をSB 4780の北25尺の位世まで ~4

にずらせ，新たに;1ヒ}J五を附け加えて.iW而の縁を 411¥]分に改め SB 064とする。 SB4780との

鈎2表 í'i178 1j~_ltjj!物1I!i'J日l別炎
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瓦|ι以'，'2;湖、と平llJü~r跡の;ð!;.î:訓炎

第2121tii78次北発抑制変j出時|当l

川は西端で311¥1， 東端で 21/¥1に仕切るJJDtS A8043を設ける。 li可WIの11高渠SD7863は築地IITIJiIliに

かかるため西に移動してSD7872となり，また， 11お渠SD8010がSB064の南1mに沿って東進

し，的・東方向に折れて SD7872に合流させる。SD7872の刊にある 411¥Jや 2I/¥Jの東西棟SB

8008は時期不明であるが SB7873の北側I(rlと.I1m!が揃う ためこの時期lの憎築とみた。

B3')目 第78次北地区でB3JtrJにかかる造営はなし、が，後宮および後常北方ブロ γクに増改築

を行なっている。すなわち，後官ブロックで'iE地4703の凶JJtを臥げて12尺とし，そのTiii方にtiil

殿SB4645を，後殿SB 4710との!日hこ小建物SB 4774を Þ~I築し， さらに ， 後出の東問両端I/ \Jを

弘げるなどの改造を行なう。 北)jブロァ クでは新たにSB4800を以l築 して，これに伴ない排水

路の変更を行なっている。

CJ町 第78次北I;::iHUJ1J:，備はSB 4822， S A 8033である。B，却JB!::)'rのSB4780・4783は撤去さ

れ，佐りに7I/.¥'J x 4 I ~: I， 4間庇建物SB4822の1械にまとめられ，東北ブロγクとの境界には

後宮の束を回す抑}を延長して SB064の東南附にと りつく仰ItS A8033が設けられる。また， 東

北ブロγクの SB 7873はその柱抜取り穴から IIWJにj脅する L.?:¥:が11¥上することから，CJcJには

屈されたようで，このブロックには建物が一棟も存11二しなくなる。但し， 11者渠 SD7870・7872

・8010は，やはり IL¥-I-.遺物の関係で CJVJにはなお弁在することが切らかとなった。この時j叫に

は内~ïE殴は同位置で形式が改められ， 後宮:ïE殴 S B 4704!之内~"I:" 1iiI 1線よりずれて東北方に移

動し，これに伴い，後宮後殿を出して，小建物SB4713を正問の北に接して:@てる。

D.JCj 第78次検出j山mはSB063・8005・8007，S ALJ761である。B~:WJ造営にかかる S B064， 

S D8010は廃され，S B064よりやや北にずれて12//¥1x 31/¥-J.雨庇付*西棟建物SB063に改め

られる。SB8005は71::-Jx 11切の南北側でSD7872と重復して同H寺に存在したと考えられる。

この建物の北と南で鍵形に折れる附SA8006， S A7885により，それぞれSB8007・7870Bと
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奈良国立文化財研究所年~I!

~ 3 図 j(主定出2ì大 |付~~袋、避|可l

g終がっているが， こ../Lらの柵と建物はl鼠H寺の肱J主であるυJ能性が強II、。 D.J!JJの造常は内*'-1'

火部の大風伎な改変をhなってし、る。即ち.B. C即iにわたる内製正殿_ ~íllの川廊を廃して縮

小し.JI創出4似のう 'i;，IYiの2械を践して.I什WII:蹴'i'1判ブiに移し.i，l.jJJ仙設の北fl!lJI(liとiI:殿前iYli

の柱筋を揃えた{立ju~に.wて，これら 3 縦を ILI1む HIIJ で 1'< 111付ーる。後古ブロックは逆に拡大して、

棚で仕切られた長方形|烹阿の'1'に後宮正殿.liij般を'1'心に対称性の強い地合同CltY，'をがす。

D 2J~J 第78次北検山辿h'liはSB4878・8020・8030・7881.S A 8044である。liijJ創造営の SB
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平城':~;a功、と半減7;〈助、の)~JF，il~'i.1査

柱穴，剖棋ともに小さく，B 期以後の造;立仁L‘hーにかかわる作某小屋の可能1tlーがある。

BJVl AJ出のfJ.針SA8165か ら北の内~外~ilí内 1mに椛土して水平に整地 したがi* ， 内裏四外郭

は凶I句|判でi白iさ約 1!1lの 1:胆を形成する。このこ上回の縁に沿ってHT1dO尺等11¥]， 架行8尺のii"-

廊 SC8168を『没けて第 2WJの内梨外郭を区画する。 I十fl(lj単JjjrIはC期の門SB8160の基壇下に 2

lI-lJ分検出したが，一部未検山分を|徐いて後!日.の削平により消失している。同様の状況は第35次

調査にかかる京外事1¥においてもみられ，京外字IlfyjjTii門下周に検出された 211¥]x 1 n¥]分の位火は

東I(rj廊 SC705から数えて10尺等IL¥Jで14・1511¥11=1じ相当する(l/:ii5:vこある。

内京外車yiの見U(IiJ6sS C705と四間郎SC8168はそれぞれ|人1 ~'-I-l ljil h線から500尺， 450尺の位置

こあ り ， f!!í外郭は.!}~外 ~il) より 50尺狭く伝っている。

CJ副 B WJの ìì~.mßがほぼ同位位で築地桝 S A8170に造りかえられ，対i(1iに門SB8160を聞

き，内哀外郭内部に大劇般な儲石建物SB8150が生l!てられ，外事1¥の最も整備 した時Wjて、ある。 S

A8170は基底帽 7尺，10尺等11\] の !tflf柱の鎚石浜跡をもっ?r~地射である。 j:ýjluj築地JfIは前JVlの単

廊より約 1111 市 にずれて、内似1]の a必i位指~~以-は |二見IJ二 fこ ， 外側はこ1 ..組下t乙検山したo 1!.liI1'ri築地'布

柱痕跡は前JnJifi.廊の内側H川のrl'lI¥1に3個19r確認されたのみである。

S B8160は北側IjiTijのみ成存し， 1~!通りとr.tiJ íJllj 回 l の柱列は後|止の ì!íUζ|勺I乙より痕跡、をとどめな

い。柱11:]寸法は桁行中央川13尺，)協1I!，]lO)辻で，架行は築地射との以!係で13尺 211¥1とJ牧民できる。

この門は束外郭陶門 SB7505と内災l十Iljilh帝京に対して刈称の位置κある。

S B 8150は 711¥]x 4111] ， 総柱の南北側脆石主l!4~で ， 市 5 11 \1分を検 1 1:\ した。柱!日l寸法はl1i行 13

R，架行11.5尺である。点側の桁行I-I';kll:]には9尺11¥11痛で10尺の11:¥をもっ階段の凝灰岩製鋼3桁

受けがあり，この主l!物は10尺 lìíï後の休 I~~，'i をもっ fF:j床建築で司木製|別段が点 I!S I II 火;川に とりついて

いた状況を示してし、る。基胞の成，(.{:I)¥1.法は良くなし、が 7KのILIをもっ凝灰岩製品包上税法凶と

Ht定される。基位縁辺部と建物内部の各柱li'd.i盛り'11火には}t.Jj;j)-FJ抗m立柱穴を作なっている。こ

の建物は京外:;;11のSB 7500と同鋭校，同形式で， 1十j門と同様に内製11'llllh線に刈称の位置にある。

南門の岡山方に近J安して基副;1)\逃W~S X8180がある。内兵[!!j外事11のl行側は点にi官J¥'、緩斜面の

ためSX8180のIlliI(Jiからl十J而にかけて低い土凶状となり，両市iには凝灰岩製似Ilfiちが一部俊イTーす

る。京区uで・は11:1位世より乱れて石敷列があり，土田状の鋭肢は東rm30J<， rýj北45)~~~i\ と 椛定さ

れる。この内部のrm向から約 7)~内側に延，f_iN'l\の凝j火岩製イニi放列があり，また， 1~41(i j にも*山­

}J向の凝灰岩が 1個体残されている。これを辿4史的j也磁石とすれば SX8180内に 3j/'，j x 211nの

南北倣踏石建物の存在が怨定される。

南門の[_Li，築地射の北に接してi符S08163に附まれた基問状追椛SX8175がある。加校は点

ILLí約 14 m ， 南北約 5 111 の京凶に紺Ir~い凝灰岩製基JD と Hff注される。将 S ])8163は市門の北雨務

桝を切っていることから，この基tf'lは後の地築と考えられる。なお， SB8150の東側而に接する

411¥1 x 11日1の南北隙抗s!:)t:柱建物SB8155もSB8150に(.n泊した胤'築と認められる。

造物 発抑!区西南部の整地土下より200点を越える木簡が出土し ow.n報告)，平城宮造営に
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l見!する新たな生ru.!.をf(}た。また，瓦や土昔日1脳会はじめ，多iまの遺物が11¥1ーしたo.t{，煩は軒瓦約

900 }A~のうち6225 ・ 6308 ・ 6663 ・ 6664形式など卸 2 次内真， ji則堂院所川];f，が約70%を占める。

L探知は上(阿部，~Uぷ総，l1(為IJ陶器，緑利陶器tが少itIのほか， 円 mililt.と附j肉l似が各 2 個体LH土

した。その他の遺物では|節， 1刷物，箱fHlJ仮などの木製品と銅製借金具ーがある。

以上の各時期の年代については， A却!の整地エリ1:が山ー|二木信jより平城宮地'lE;当初');1:で遡り，

これに続く内裏外事111)']の卸2JUI~直地土中より 51λ域防 11 JVIのニ凶器，jli.r丸瓦が山二|ごしたことからB
JVI造也'の年代を布11((111三11¥1に比Aできる。CJVJi二ついてはsJ切を余 り下らなし、天平年|日|に置くの

が安門とrG1，われる。

宮西方官街の調査 (W92次) 調査地区は佐紀池州市端の促に後する小寸:rillLJJLJにあり，

1521112の組問について行なった。調査地の束に桜して椛記第一次内誕地t(の附を1Mる治iさ1m余

りのよ壇があり，凶は仏i紀j也を含む陶北に延びる谷状の{民地となる0*制作は平城宮跡の整備
にともなう伶化7)(1'，1'，';&位のための司i:ïÌÎl 制査として~>>むした。

調査の結栄，i也， iiW2条，J似状illWiなどを検11¥し， 大きく 2時JUIに|メ.分できる。

AJW 発{市1125:の下fill分が他状のイ民地となり ，jyj凶と点l旬側が高く，北にIfづってj也山が下降す

る 。 ' 1'央部を幅 2~3 m，深さ0.8111のI釘北部S]) 8195が南流するが， 発ぬ|区 I~端で・は1，Yi肩が

切JI!(，fでなくなる。この悦および低地部分には木町を多批に含む陥尚色 1..陪が30-40crn程厚く堆

出し，和銅6年の年紀のある木簡が出土した。

S 081 95は当調査j也の|十J約110mで実施した白1~28次訴j脊の陶北彬 S 03825につながり，椛定

!;iD 次内奥 ・ 1:91堂地 1)( の l山ーに接-して宮l或をíÝÏ北に縦断するものと行t~と される。

BJVI 発品11区のl!!i附1i11に約 1mの鴎上を行ない，S 08195を立I ~めたて ， i也SG8190をつくる。

池)T-:が袋状にいりくんだ部分に排水総S08198が設け られ，南方の第28次調査地区ではAWIの

ryj北併を東に拡幅したかたらで追存している。池と排水怖の接続音f¥の両j制こSX8192とこれに

ともなう SA8191， S X8194があり，S X8192は後に北側に寄せて櫛SA8193に変えられる。

JI\fの施設かともみ られるが確~IEはなし、。

U:\上造物はニヒ H:~JJiのほか軒丸瓦6284型式20点， 木附38点， 木製 1 '.." (11I14lcJ. Illii・へラ〉がある。

これらのうち，iJn'1L62841¥U式16点と木簡，

木製品はし、ずれも11白悩色川iU白からHj土

したものである。 木簡は前述の 「和銅六

壬I.'.J銘を右ーする越前同能夜mのMt)fと，伊
勢国三重ì~\からのmf~\1 の.ìl)正札のほか ，

J.'-t進物は不明であるが，越 lì~ .美作 ・描

)fliの諸国名がみられる。
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ヂ域下f幼白とギj此'Jl跡のJe4紙.!Alfi，

東函 ・西函大垣 白í~88次訓有のうち，、|λ以下(の米山 の大JiIJ也Þ<にかかる J>，I，状~~が数('1:あっ

た。 し、ずれも家屋の改築iζ よる可) flìíj ，Vo'，)fiのため， 小結問の ~HII訓告しか引めず， かつ後 |止の撹

乱もいちじるしかった。 しかし，その'1'でも)(l'tの状況を)'，'1"1巴fhlできたものがあったので，

その慨1!5~*{りする 。

バi而大hi いずれも必i誌の点luj人:hiJ也I，.{であり ，tu88-3・12次て・はJ)jl:¥J大協のl山側仙のー却

を倹IU した。 時は全耐をゆj らかにする ことはできなかったが，米l~úUIH問地域の発抗11，111，11i (自1

・14i大) のj列}~か ら判|旬J したものである。第88 2 ・ 3 次では築地本体の ，t~tll\はできなか ったが

大垣基副と1141:I:ilfri，'ちを 2n~jl貯で倹 11\ している。 また第88-16次では， 人ー j五 J45凶がJ也山を j'j lJ り IU

しているものであることが切らかとなった。そ してこのJ二{二約30cIIIの町1:を処していた。

114il'ii大ttl 銘88- 1 次では 11_41 (i j 大起人巨匠iおよび l川の|↓l鋭的全般川した。 1，~!!i'I は，~r，\約 6 111 で，南

北にのびるが，J也山 lーに約40cmの約 1:をとどめていた。第88 13次でも人恒基凶のj也1，1;1めのた

めの弛j也1:を検出した。 L、ずれのj也|メ:でも築地本体は倹IUできなかった。出88-19次では充術!

純聞の|見If:系から大垣t二以ぶことはできなかった。

平城京跡の発掘調査

左京 3 条 2 坊の調査 (釘~86次 ) ぷぷ，)ftは奈良rliJj:舎建設:斗下フ・)i:tm，l1l.l1tである。 JJrrliJ j:舎は

奈良市北潟r1llrの旧三官':'1'乍:校跡地に;n匝iされた。このうち放j也の114、下部』こつL、ては， ny併1.l 48~'­

)立に第83次調有として先制調査を災施し，10Tl'と]51ギを|え111付ーる|対北小断念はじめ多数のj立悦

を倹11¥した。1If{キIJ49{!'-肢は卸86次，j}1.l~f と して ， ~i<J也の点、1':，'(11 ・ /，:;;( 3条 2J)パ5J;fの'1'心部につ

いて発抗11;01，J1I:を実地し，，'，'Jjil時代， 祭政H引に，‘|λ公l時代， ' 1 ' 111:以降の辿仰を t~tll '， した。

なお，tH83次 ・ 第86~大の ;V/，11iM米・は 「 、|λj成;;U，:;;(二条二υ'jj 朱良 1 "1 弘文化財研究I~í' ~f: -*~

251111， 1 9751 1'- 1 0刀 ーとして報;1 1・己?を 1~)1j-しているので，ここではfli'jij'"にその慨1.l!をのベる。

IliJJillJげにのillWi 部二条を ~t ll\ 。 訓告|メ:の 1判 J，U ，'~II~，二倹 11\ したì，'，'iは， 114Wして師 3~7 ， 5111 ・

1裂さ 1.2 l11 ~iJllJ る 。 Jítfil J:tI'から，5111:紀ぶないし 6世紀初JiJ'(とみられる IJ:lli総と木製品を多

数係架した。

ブ奈良IIJj・代 .、|正安H引にのillt，W 11'1ド11二伎の険11¥分を合めて，15J、ドのセなiliIt'Iiには抗11、1柱.ill1T.J31 
1~i. 初iI ψ 柱桝30条， l'Yj.7条，築地 1糸， Jo名l糸，)1:戸6泌がある。これらは大きく A・B・
C・Dの4JUIに|足分でき，さらにA則(13JUJ(二，B JUIは 2JUliこ綱11分できる。この時期1;0(分に実

年代を比記すると， A.)UIの!従絶JUJI忠利，tむからぶ、|λ初年頃 (i301j"liij後)，八，JUIの廃絶JVJ(土天、1;，末

年頃 (i'1511"liij後)，A3Jmのtf:統JUJは750{j'.を'1'心とするl抗 BJUJの出絶JUJは780イr凶， CWJのJj6絶

則は8111:紀Aくから 91吐紀初蝋， DJUJの出絶Jmは9世紀'1'頃となる。

A1U1の.ill1T.JはJl[凶の 2It'(，にわけら，11.，各1:1'は松本1'1':/に 3Mfで|如来さ;1L;る。すなわち，人:J;¥i.，院

なよねjl[jt~f の I::: Bそを ' 1 " 心じ して ， その |十i-Iじに 1 I~[ずつ点画 IW の;，\I I );~，を配 ii'，'する。ま たい'Jl:'fの米IL4

"1" 制l線は ， 長l'の中j，とから各々 85)込{こ振りわけられた線上にある。 さ らに I ， I~ l:_);f，は心をそろえて

京西に悦ぶように配i白されている。 BJUJの.ill4おも 2I洋にわけることができる。れ鮮のニヒ匝を京
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奈良岡立文化財研究所年半f1

みiP凶 左京3$2 j:)jl5上I'!即位自己 i~凶

t1'i 3茨 15即主'JtiiJ!物一位

Illj に ~1Þ.べる l反則は AJUIから断聾されているが， ill1MYの'1-'で， '1'!lqh線上に日1]阪を配lEする保則

はみられなし、。CJ@土A'BJUI と全く~'~な っ たfl!物 I~~ l白を行な う o J5ドは|十'j-Iじの効fl立柱W{:で:''-1'火ー

から点西に二分され， 生~物 6 f~!は束三1':に配位されるが，小説肢のも のが多し 、。 D JUJの建物も Þjえ

の京に配置されるが， CJ切の配置とは異なる。 AJUIのように2棟の主屋を点問iこならべるので

はなく，主屋と，I~I\われる広l自 iの点西側iに '1-'心k~~をそろえて南と北に配位している 。

15J5ji.は紺l分されずに呼ごと 1戸に班給された家j也とみなすべきであり ，2 t'J大路K-t長し平滅

官の京市約500mとい う占i也・地物の鋭般からすれば，相当日位の居住;-t.'を北11とする ことができ

る。 A'BJUJでは主催と日11毘;が点目に2組配位され，~ I 戸，制i舎を Jl<1 J する 2 家扶の居住がこ予

測されており，戸主に代表される 1戸内での家肱川成，家族の居住のあり方を具体的につかむ

てがかりをえた。
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' 1 1..l!灯.;~~・ と I~JI.主 l;':V，みのたj\II"I.\J ~r. 

063 (;!)Jl校縮小して 611¥1x 311¥1. .IlUlj ~~! 2 Ij(I[此辿物 SB4878にi主将え， この点に， 後宵・ブロ

ァクQ).Il~を|反る聞を延長して北Ifli築地1"l rr. r ; と 結ぶ S A804‘lをぷける。東北ブロγクはこの間と

出781大 IH 倹1[ 1 の米 (J(H~ S A 789 1 とによって BJUI よりやや í;l~ ぃ )j)杉の 1)( ， lhi をつくり ， この ιI~ に S

B8020とSB 7831を24k.lfi?Iてて市北ι後ダIJさせる。liijJUIまで((化した斜行附渠SD7873は廃さ

れるが. ~Ulj ll f~'出 S D7872はSB 7881の北山 |、ーι((枕する。SB8020・788]の2隙はその後f(i古

ぶされて SB8030の 1 僚のみとなる。 その他の脳外は-f~1の ill ~Þ)，こ改築がみられるだけで.0 ，

JUIの脳外配irtをそのまま ~1í製している。

以 1 :は|人j災の (rも2 した京良11寺代の巡航変J也のあら ~r.しで. 1><1ペーするとlr:凶のようになるが，

1~ 1刈点選 1m以後，平安Hキ代ぶまで敬次にわたる小脱出ili4わが約40 M! f.， 1 倹 1 1 '， しており ， 出78次北

j也|λ:でも乙の11与JUIのものがSB8003・80"5の2凶作(，;する。

造物 :X~ 78次北IlH:遺物は宅とし-C II白出 S 07870・7872・8010から多数の瓦，七日持が1111:し

たo j{.}j[では ~i.UL1'じが27型式:1 65例休. i!F 、 ji. J.じが 231(i~式 ] 8'I O，'，f体 111 1 : した。 'ji. rメL瓦と ~l F 、!ι瓦の七

Y ト関係で紋も多いのは6313型式と6685型式の机fTせで，次いで6311型式 ・6664型式.6225W~ 

式 ・6663型式が多く ，レずれも事1'(111.1三11¥1を'1'心とした時JUIのJじである。その他和銅年川に遡る

6664 C別式やlI.ft-J別の新しい瓦もあるが全般.こ，'，・L、1I，'jJOIのものが民'1'しているといえる。

以上. 1)サ辺地I，{の造何時J~Iを主としてi世間の íf( 医院j 係で|ぷ分してきたが ， それぞれのj宣告~:lf

(¥:iιついてはB101の上限が瓦、 I'.?ii:のj形式より抑jlfG{I'.I1¥1でゐることがほぼ縦返したほか，現(，;

例々のill物IU 1ニ の遺物とのl長IÆで検討 '1，である。ま た.)11物との |対:cliでI::，ic の内災のft.ll~勿迫Hli

変j世についても)~ 1ニ修正される可能性も合んでし・ゐ。

大勝戦地区の調査 (~081 ìk 'I' ) 澗住地はHf・記1，';-;ド、J'(ì入山判決の IJljj也 1 :><:点 IÝi I~J!，にあたり， ~1 4 次

，il.'.l1f.j也1，(のIYiに後した以地域約680m'についてfj-Is;ったもので，らる。

i世間は発抗III/ .Il~北部で側、k柱ili物 5 !!Ifと熊

放11'1;'1条が屯mし， そのIYii乙発効111孟'1'火を点
IJlj(乙分断する築地JJiFと側仰を倹IUした。

険!欧州i'S0130は舵A?l11o¥内災地|メ:を1111う

築地1" 1161; の」ヒ 1 (， i l"I JJîß市 IH総出と Hfj~と され . こ

の築!1T.1"1腕以liii(二は桁行 911¥1，認行 211¥1. 10 

K'S;Ii¥1のけJ北側!ill物SB 167とそのけJ3[11性に吊

なる小ill物S88117とがある。 北r(lj築地1"1仰

はのち仏lyj)jの羽一条j泊り道路ドに移し，それ

こ「ドって，このj也1;，<:には新たに築地MSAI09 

を設けてAIJi判官l判的1を|メ:阿している。 この|ベ

Ilhj内ι.S 88116とSB 166とが前後して辿て

られる。 S88116は桁行511¥1. 照行21/¥1の点 江i" I'~ I め81i)，'I.I免Jf，I!J/I.JJij制的図

師、d



奈良悶立文化財研究所年報

四棟建物で， 柱Iifl寸法は桁行9尺， 架行10)亡である。 SB166はSB8116と同規模の身舎に9

尺の出をもっ南庇をとりつけた、|ι而形式で，S B8116より車Irしいと考えられるが，前後関係に

ついてはなお倹討を21!する。

S A109の下層整地土101.1にijlf瓦6732A・6691A・6272型式を， 築地基底部に6282B型式を出

土していることから，築地廊SA109の造留は天平末WJから勝主年間頃と推定される。 築地下

層の瓦出土地点は丁度第2・4次調査にかかる SG119 i!"'[jlfi延長部にあたり， 、 |λ城7~' f:ll地時と

されてきたSG 149 のたli立ては当調査地区にI~Jする|保りではかなり遅れることになるけれど

も，前記車|瓦を伴なう土城が SG149と重複している可能性もあるので，S G149の担li立てH年JUJ

については再確認する必裂があろ う。

第 2 次内裏西外郭の調査 (tl~91次) 調査地は，舵定員ß2 次内京外手1\の西市IW~を含む南北58111 ，

東西40111 の範囲で錦41次調査の凶に続く地域である。調査 1 (li~立は発掘|豆の ïill北部から |旬京míに

かけて斜行するl協約8mの道路放を除く約38001112について行な った。

現1状犬の地1形形は内誕外手到郭11泊西.限仰隅iの2築寝I地也痕幼跡、と考えられる|世正山山11目11'ドが発抗抑捌H区西端から発』抗仰制:t川1:区l小|ド1.火!リ火jた占I市t句f!.奇f 

りて

る。造11Ii聞は旧水田町下約40cmで検出した。

検出 した主な迂l~i'liは礎石建物 1 材1 抑-:5L柱建物 6BU，抗i!立柱li".廊1条，築地j}f(:l条，11リ1HU， 

WI立柱:tJm2条，~出Jil状i出品 2 基などである。これらのili ~I'，iを接地j回位とili:複|長:j {系により次の 3

1切に分知した。

AJm 1!t41 Wl披地工事を行ない， 1/ヨ英外~il\

の柳ftS A8165を設け，その陶に抑立柱小建物

1:平SB5495・8181・8182・8183・8184をj告営す

る時JVJである。 IEI地形は舵定第2次I)i衷， !19J 

堂院地区が営まれた丘陵のi!...[j斜聞にあたるた

め，発掘区の東端は泊-t;iiより約 1111，北端は

南端より約 1mj布くなっている。したがって，

整地工事は旧地表のわJ低差を少くするために

西側の谷の部分に約50仰の燐 |ニを行ない，全

体をなだらかな緩斜而にしている。SA8165 

は内真西外郭の南而を画する第1均jの倒}で10

尺等間，12出l分検出した。この棚の凶端で北

に折れることが予想されたが、 一部試侃の結

民10尺等IUJの位置には検J1¥されなかった。

発掘区の西南部に集中して存花する抗~1立柱

建物~は，いずれも第 1J切整地而上にあるが

-16一
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五li.以下(湖、と平城京跡の発jf，li;JI，1脊

左京2条2坊14坪の調査 (第89次) 本調子E!主，当研

究所開放文化M七ンター宿舎建設に作う・j;:前利下tであ

と)0 II川市J也は，tF.以2条 2坊14J平にあたり ，京(HlJは，Hf~ 

~ ~~ 2 ~必大路と境会持している。 訓削 L 2 J方大間取(ilIJi，"'I

の似i白と，坪境における泣慌の状態i'/idi認すること合11

的と し，予定地'1 ' 火を jf~北l 二.l't く jミさ約60mの l レンチ

と，その両側にj之さがj10m，幅約 6111の点IJyトレ ンチt..-

~t ， '1'火，間の 3(i.'~所に設定した。

j立 fr\'i ! よ ， 府 {ι\~ (・f. l l\ j立物によって奈良川(1;: '1'来から、|λ

安lI!j:(1;:初JUJ ( A~C JUj) およびそれ以I~保に Jつけることが

できる。条良 ・ 平安J()Jの泣柿は ， ill物 8 1~!' 州ll 8 ダ1]， 1，'，';' 

5条，)1'戸 1U;，上級10抗告予があるo 1.(お.当初の 11的

のひとつであった点 2J)j大路側I，W!.t1昨認できず，今1"1の

ぷ，Ji'Fーの組問外であることがI!JJ!うかと伐った。

AJ日J fff~tに .i!liなる S K017・018・019・022の上械が

あり ， 後に大t71.のーI~ 日日， 瓦とともに・!l宅地 して S8002・

003・08，S A004などを作る。

8WJ S B002・003を廃し， 大きなIt侃形のS8001 

/1.)必悦はィ、IljJだが，~( j' 21111， lui j' 111:lJ分を検1-1¥したυ 初81刈/日;(2;(~ 2 J)j14坪j出向ncli/，~ 1刈

作|・1:I:lJは 8)~ ;l;;HUであるo S A009(1 31/\1 の 1 ý:j ~tHIll どが， S s001の111氾しJ51:とすJUi，S 8001 

土身 ~fのみの辿物となろう 。 S 8001の|叫亥き取 り火からは多11l:の奈良木の lニ伐とともにこ彩

・三彩の1[;:-が/1¥1:した。

CJtJJ S B005・006・007，S八010・011・015，S E 026， S K 021・024が用伎など7)'らこ

の JUJに分:Jtiできる。 こ '/ l.ら{ 土 さらにお11分できるが， 全体の配li1はイ ~:;:(・で・ある 。 S E026はn¥1壬

約60cII1 の 1111 物を;1 1'戸 !:'t~ としたもので， J'1l L:から、|λ'ム:初WIの 1:11I'，'総が11¥1・した。 SK024(よ新し

L、lI'j:JUJの士演で，内部からは多1Aのjぷ化物，鉱作j;¥ るつぼなど鍛治関係の造物が/1¥1:した。

これとi)!.J辿するものに，発掘区のfh(WJ，S K06(・J'近の |ー附で検/1¥した10数条のiiYiがあり ，J'Il-J: 

の状態は同 じであったの この付近でたたら作業を (j 沿ったことを〆J~すものであろう 。

ヂ災以降， 1)'.1 ì~ilに少 11 1: の瓦加を{下った怖が数条あと〉札 段跳に関j坐したものとちーえられるかり

ニの凶iニは大半が;J，Ll:I化していたものであろう。

今1"1の調子fは先-!}，I;I(lifi'1が少なく ，)-."1'-1)、Jirilのjl1l待状i)U1 (ii在認し仰なかった。 しかし).-:;;(3糸2

j均の訓有で wr86払:)雌認した京 2J布大同IJl.j(llIJ ft'";; (/)J'I~ I~\'jから計卸すると ， 奈良 II !げにはご]:.ïti仕 ill物

(:t川境に峻することなく ， 少なくともん路 (ilIJ 1，YJから 7 ・ 8 丈余 ( 21~24m ) の空1'，':IJ也がgら1)，

その川にはUI;J. L JMゃ)1'戸等伎七に(.J'I!iuする施'I立が，らったと推定さ.ILる。
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奈良国立文化財研究所11'-ill

左京 5 条 1 坊の調査 (~90次〉 本調査は奈良県瞥柏木越地の建設に伴う;:.IniiJ調査である。部1

ft地は奈良市柏木IIIJ 長線にJ~rイ1': し，左京 5 条 1 1)J 1( J5ji.・5t¥i.にあたる。 4坪はn7:{和48壬1'.12月に

行なった第85次制作|丘の束に接している。訓有¥j.(全域から多数のillh'l;を検出したので， J平ごと

にその概要を述べる。

4tドの追桃 |尖11¥した奈以l時代の主なillHI;には，侃¥1.柱.ill4m15I司1 抗ILu:柱堺3糸，:JI:戸 4Ui

栴 2 糸，土Jt~ 3 tJ:ーがあり，大きく 3JUJに区分できる。

AWI 宅地は泌捌りのtl1tS D908で南北に|足分されるoIY4の区間では， mにJ+iiをもっ京間以l
S B 1073がrl寸心.ill4おとなり，その束にSB 1102，西にSB 1080，市山fこSB 1075が配位される。

S B 1102は中心建物SB 1073の身合ìm分と同鋭艇で， 倒{をバi凶の-*，~上 tこならべている。 こ の

11剖切の井戸にはSE1093があるが， ;)1二戸粋It.どは成っておらず，1.1.¥ 1:辿物も少なし、。

BJVI 宅地を|正阿する胞設は， 'tiYiから抗I!¥[:柱msA1082じ変わるo '1'心建物はSB 1071で.
A即!の'1.
'心建物の(りそよりも

IHi二移り，行I行も 111 11 tl.¥げられて 61DIとなる。 r!，心辿物SB 1071 

の点に|行北糠SB1100，北京にSB 1103，北illjvこはSB 1077が配ipi:される。 SB 1100の陶芸は

S B 1071の南側位ダIJにそろえられ，阿建物I1'dには訪日立柱桝SA1091が設けられる。:J ~ J iには新

しく抗I!られたものはなく ，AWIのSE 1093がそのまま使川されたものと思われる。

CJ切 七地を1;{ji1ijする胞"立については， SE1081の抗11)診がSA1082の献上を切って捌られて

いることから，この11別別にはJI¥(り払われているよ うであるo 1'1-'心建物はよj[ilfj仰 SB 1072で，その

点にSB1104， 1句点にSB 1101，同にSB1076が配i白される。中心.ill4TJS B 1072はsW!の'1'心

建物より北に移り ，Aj切の'1'
心土佐物と一liilJil<uする。SB 10720.コ桁行は総長14mを測り，BW! 

の'1
'心建物
SB 1071と同胤肢であるが，S BlO71が61/¥1であるのにおlして，S B 1072では1川

減らし5問とし， 111¥1あたりの柱!日l寸法を以くとっている。また，J，Uから211¥1LIには川仕切り

西 地区

東地区

7H 91吋 左京 5 糸 1 以~4 ・ 5上Fjll防災 ill.lW<1
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'1λ城':; '; ~~;と -' ji. jj，占ょ; t助;の9c~1;li~I，'，l1f.

を設ける。井戸は新たに抗Hられたものに SE 1081がある。+1二)i枠はilll物を三段に重ねたもので

出l物の附聞に.I.~い板を縦にならべて Df1 ¥， 、と している。 遺I的検山1(liからの泌さ2.2mである。

S 0908・SA 1082の北側の区画では全体の脱出を匁lりうるm物を険川しておらず， 日、't-WJlx:
分も切jらかでなL、。 SA1085は SB 1087'二|長l.iiliしたものであろうか。)1ー戸SE 1095は SE1081 

と同じ力ー法てイFられており， C1UIのIIf能性が似し、。

5上1<の迫hYi 扱I!な住建物6初!，侃立位以 2条， ;)1:戸 1基， 1焔刊点を倹川した。生li物には全

体の脱税を知り うるものはなし、。 SB 1129は点に川jをもっSB 1130よ り新し く，柱-l'Uを成して

いるo ;)1:戸 SE 1122はプj形の技H形をし，)'j.さtIclIITm後の紋を 5段以_I:にif.(ねた井出組みの)1:

戸枠をもっ。 米州1.2m・南北1.7111，辿附険川町11からの深さ 1.5mのふ!棋で，対E在{卜:'1'から

少量の七日誌が11.¥1二した。なお".1:' 11.と 5 .1:'ド 1 1\ 1 の木 .iM刊行出分は師30~35clIIが伐っているが， 1十'dt小

路部分にはすで(，こ JI~~ 士がなされてお り ， ~，'，I 'f r. できなかった。

追物 11.¥ 1:1，¥は少なく ，十ー器はS0908とSE 1081からややまとまって11.¥1:したo ~~l;_!j 1:加

は3点あ り，S E 1081から出 | ーしたj;\i. J~lψ~: (UI!.!.l総)の底部外1(liのものは f5iU と読める。ほか

に硯)¥-3点がIL¥L:した。瓦では判瓦の/.1.¥1:は数点にすぎなL、。そのうち，S B 1071の柱穴から

'P.T-丸瓦6308型式 ]点 ・SB 1077の柱穴から'ji.fメLf.I6304型式 1/"j，が1111・した。各JVJの追怖から111

-1・した造物は， いずれも 8 世紀'I'~以 lìíiのものであ り， A. s・CJOIの逃怖は比較的短JUII1¥1に

造併をiJl:ねたものと!ιわれる。
今同の制作をj凶して， 1.[坪 l々にはきわめて，ìll ， lij的に建物を配Ii'，~している こ とが IJ)] らかになっ

た。 5条大協を側出心々距離で8丈，11 TドのJじと必の小路をii¥'i.心ノ"'VI，ltl.:J、とすれば，宅地境w
施設と!山、われる S0908・SAI082はかドをIH.Iヒtこ4等分 した線 1..にある。また，各JUIの中心ill

物は[十'j;lt，二砂ly!するが，その東山ーの'1'心紋は変らず公定大路見i0[11糾心から45mのu'Lii'i:にあた

る。このよう μTI午、jをほJ北に4等分し，以内の 2等分線_I:に点IJYNiの'1'心ill物を配目したもの

とJ出われる。

左京B条3坊の調査 (ZM3次) 本，1)，'，111'は伝.Q.YlUi:宅供給公社が，京以di点 9条Hりにr:/iKiミ'"に計

画したiJy')'i:.川卜111也建設に伴う可jj:市川村Tである。rJ，'，J五地はkk8糸3J)j 9・10・15・16Tr-にあた

り， 10上ドは、|正 1)~};~の京市Hf~定j也 (t心; (8条3J)j 5 . 6 . 7・10・11・121ド) 6 )'1<分の東北部分を，'i

めるj也以である。調査は2年度にわけて行ない，本年度分として， 9・16T!'を'1'心に10・15T!'

の一部を調伐し， Il日平1150年度に第94次，U，'，I1r.として， 10・15Tドの J:.D!部をii1M有 した。なお両次に

わたる調子E慨4裂を 「左京8条 3.l}jJ としてIl{{和51iド3)1:こ刊行予記であ り，ここ で、は節目次の

調在についてのべる。

第93次淵itで|失山した泣防にはヲ1;'1:. 1I!i'(に と奈良 lI~j 代のものがある。

弥1:.II~j; (にの j立f，I'; lt-;'ji:丸穴 l基， li'If.，小ピッ ト併を検11'， した。jti，此火 S1く1200は 9TÎのSEll

80のIh1ιiでf!'!t1 1.¥した。 1直径1.5111のI'J)移プランをとり ItJrl(liMはU'r:M，~震さ 102cIIIを ìJl11 る 。

貯蔵穴内 lこは木 J j など心機質を合むj火付~ 1 ・が Ij[( (1' 1 し ， 第 V 隊式 I'. ~止 し，:':，: ， )主匁i'，ι，:':jl+，~!~ ， SI:> 
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奈良闘立文化財研究所{I~報

16点を採集 した。 i和主陥20cmから 4111のものまであり，刻倹は一定しなし、。各部とも灰色砂

が堆積し，そのじいから踏滅の者:しい第V様式の上探片が少量111+した。これらの総は自然の流

路の可能性が強L、。

奈良時代の退梢 主な辿柿に抑?日IT，寺院，小路および道路状追1m.捌L.¥l:住生1!4T.J， ;)1:戸があり

ここでは条坊遺構と各j5f-内の遺構にわけてそのj切裂をのベる。

条t}Jj出品 抑河SD1300は9:151えの巾央を:1じから階に流れる状態で検Il¥した。、1'1初は索抑りで

追地検11:1il'iiの幅約10111，深さ1.4111を測り，奈良H寺代後半には，杭とτ|ι板を組みあわせたシプf

ラミ状の施設で謎岸工事を行なっている。 1酒i河の両岸には築地，道路などの施設はなく，作い

っぱいまで，宅地として利用されていたものと惟定される。泣物はご1:器が大'1':を占めるが，入

国土探，土馬，人形，白IJりかけなどの祭配的性絡をもつものや鋳造|刻係の辿foとともに鋳放し

の和同開伊J¥3点が1:1:1土した。I:H土:1二総で怯， 奈良末のものに完形11fsが多く，それ以前のものは

破片で検出される傾向にある。このことはJsii河の清仰が定期的に行・なわれていたことを示すと

ともに平以京の廃絶に伴って，折n河も廃絶したものとHfi定される。

小路SF1l60は9Ty.とlOTY.を区間する東i&小路で，南側部SD1l55と北側出SD1l56のDlIJ務

心々幅は約6m (2丈)である。 SD1l55は幅3.4111-3.8m，深さ1.2111を測り，凶に流れる。

凶寄りには，10TY.内に入る楠SX1l57が設けられる。 SD1l55からは，奈良時代前半の土探に

伴って木間，木製品，金属製品， ;(j'i)l-.紙n.，1文11~:J\-なと.多数の遺物が山二1: した。 木聞の中に

は「仁東宮背奈 直口」と判読でき.rlïでの山物のメモ (I'~ な芯"とにとれる ものがあるo rIiとの

ほl連を示す造物と推定される。

北側部SD1l56は帆1.2111. r*~ さ 50cmで、凶流する。 ìl'lj の米占;品は， 9 J5fぺ内の道路状遺構SX1l74 

の西側部SD1l73と合流し，南北小路のi国{lIJJilVf.S D 1172とは合流しなL、。

tf~ '1表左京8条 3~)jj~!:U建物
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τ|サ火山.跡、と，'ji.h点五〔跡のfei初治，lfi'

小路SF1170は 9TI'と16J平とを民1IIIjする|十j北小路である O 京()lIW1i;S 01171と西側泌 S01172 

川と の僻心々駅出iは約 61I1 (2丈)である。 点。lI!it'lfS 01171は帆 1.O~ 3 ， 2 ITI， 泌さ60cmで仙

の務系ーはみられなし、。務の!十J端は幅50CIII，忠仁ーさ20cmの鋭模にな り，以IJLj小路をJ裁断して，IYi(lllJ 

iWi S D1l55に流入する。両側溝S01172は帆約 1111，採さ30cmの脱伎をもら，東側淋とII.;J慌に

怖の務H~はみられなし、。 この幣の[十4 )i;;Mi \，、ずれ のÌ!Y; と もつながらず f二終わるが， その (川町は，

;inuj'<j /I:ij( S ;(; 3 .l')j ，，\'r~t，ì出向ñGiW とi
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奈良国立文化財研究所年報

S Dl161の東延長」こにある。

小路SF1331は10坪と 15:T1を区画する南

北小路で，東側部SD1330と西側首'1;S D1332 

を伴う。 当初，東側溝はH音渠SD1l66として

西北に45度の方向で折れて，西側泌SD1332 

北端に合流し，東西小路南側百年に流入してい

る。後に陪渠は廃され，SX1330として北進

し，南側溝に流入する。西側総SD1332は幅

1. 0~ 1. 8m ，傑さ 30cmで ， 東凶小路のf.Ý1側絡

に流入する。 第11区1 SX1165陥渠(東から〉

小路SF1430は15坪と16坪を区画する東西小路で，調査地の点に設けた南北 トレンチで検出

した。南側僻SD1404はl隔1.9111，採さ70cm，北側的SD1405は腕90cm，深さ1.5111である。ま

た，両側溝の心々距離は 6m (2丈〉である。

東西小路と南北小路の交叉点では，東ii!i小路の南側海SD1l55に木製11省渠SX1l65が設けら

れる。東西の全長3.1m，I陥1.2m， I矧口部の首iさ約50cmで‘ある。 H官渠の構造は，直径約15cm，

長さ1.O~ l. 2cmの杭を慌の両似IJに5本ずつ相対して立て説ベ，その外側に l二儲めの横板を重ね

て側壁とする。杭の内側に10cm'fifJの柄穴をあけてf{.J材を差渡し，11荷渠の天井板を受ける。天井

板は師1O~ 1 5cm で‘ 9 枚並べ， 1暗渠両端では天~ I:架より 30cmせり 11:\している。この天井仮の上に，

さらに60cm程盛土して11音渠を形成している。また， 11自渠の西は約 6111にわたって陥渠と問中高で

護岸用側壁および杭が残存する。

11音渠の首ii身は幅約2.4111の潔抗IT1り慌で， 11高渠四1:1:¥口付近には海底を横断して約2mの堰が残

る。このi躍の南端は斜行|鳩渠SX1l66の出口と小路西側織の合流点に設けられたj医板の東端と

つながり，斜行H自渠SX1l66と前身の来品ITlり儲が同時JUlであることを示している。これら2つ

の極から西には， SX1l66， SD1332・1334からの排水による桝壁の乱れをlyJぐために，約2

m幅の側板擁壁を設け，路氏にはパラスを政きつめている。

暗渠SX1165の前身の溝には， 11音渠と同位i世に橋が掛けられており，ちょうど陥渠両端と揃

えて北側の糊肩に2個の礎石が浅され，橋桁を受けていたものと考えられる。

9・10坪内の追椛 各坪内の遺構のうち，15TTには寺院.111:と捌立柱j却がある。 16坪では抗')1立

柱建物7棟，柵立柱j界3条，構1条，橋1基を検111したo t、ずれもトレンチ調査のため，その

全貌を明らかにすることができなかったので，ここでは9・10坪の遺柿について述べる。

9坪の逝桃 坪の東南部にあたる東西37111，南北73111の範囲を調査し，倒立柱建物54練， ~ I ー

戸 4 基， 道路状ill占有~ ， i也割|り出等を検11:¥した。

道路状遺構SX1l74は南北小路と平行にあ り，西には{J!IJ総SD1173を伴う。南北小路の西側

- 26ー



平城7~跡と平城京跡、の先jF.i1 ~J!.lH

総SDll72とSD1l73の出心々距離は小路l陥と同じく 6111である。SD1173は中央に開口音sを

設け南北に延びる綜で， 南端v:t凶に ~lí'れて東西小路の南側ìl'~;S D 1156につながる。 中央開門部

には 1fI.¥1の門SX1229が建てられ， 9J;lの京の入口となる。SX1l74の北端では，S X1174を

遮る形でSX1287が作 られるが，小路の凶~ll] t'IJ;S D 1172とのE復|共!係から， S X1287が新しし、。

S D1173の枇船上からは，SDll72， S01171 と同じように奈良lI~f代の各JVIの上限が出土して

ており，小路{llIJrI時との前後関係は認められ伝し、。また，S X1l74上に建物が作られないことか

らしても， S X1l74は奈良時代を通じて道路状の空11¥11也として利用されたものと考えられる。

f:ijの道路状追椛は，京西小路の南側liY~S D 1156とそのIY4の出SD1l61との11¥1のSX1l62が考

えられる。嵐広lはSX1l74と同じであるが，このliji分に建物や捌立柱廊が建てられているこ と

や， 1~7r\ 60cm，深さ 10cmの S D1l61から出二1:するL:(l:M，奈良時代後三|三のものであることからする
と， S X1161は奈良時代後半f二敷地を狭・めて設けられた'jJ能性が強L、。

9 TV内の雄物， ~ I二戸は宅地のj也訓総で区画されたI:>Z J或に配置されている可能性が強い。すな

わち ， 坪は掘河で点ï& vこ二分され， 東の宅地 |付を京1&に棋i 切る小結I ~ I の Wi~~1f: は， SD1310とS

D127111.¥1で30111，S D1271とSD125811'd-U5m， S D1258と米両の1腕SA11751刊で32111となる。

このことは，Tî が東川に二分され，さらに-*の縮分はl札|じに100以 ・1/8111]'，50尺 ・1/16町の宅

地に区画されていると椛定される。しかし，辿物のι1.1には，地主1J!iちと重複しているものがあ

り，宅地幅の変更もあったものと思われる。

抗il立柱建物54練， ;)j:戸4基は 5J切に制分できる (却4-:}"<.)。

AjUJでは』目立建物10練， :)1:戸3基があるO 建物 .~ Iー戸は南北の二併があるが ， :) 1 ー戸は.151< のJt~

によせられ， 市北線をそろえて i~出世されて い る 。 市川は抗11 立柱Jif1S A1175と東西illjS D1258で

区画された中に，建物4.1~i ， :11ー戸2基がある。建物では身舎211'd511¥1で二|ヒに州をもっSB 1190 

が '.1.1心:w物となる 。;;I~二戸 S E1180は一辺90cm， r11~ さ 1. 8 111 の横板井組組みのもので， 奈良lI~f代

末まで使用されている。SE 1195は一部を検出したが本体は米側のためその詐創IJは不明である。

北町には建物5tWと:)1二戸1基がある。建物5jWS B 1242・1250・1251・1266・1267は中央を

空地にしてその)，可聞に配置されるo :)1:戸SE 1230は一辺90cm，深さ 1.6111の方形の縦阪教lの列二

fiである。この:)1二戸も何1"1かのおlj掃を行ないなが ら奈良H寺代末まで使mされている。
BJOIには建物121~! ， ;)1二戸3基がある。次のC)VJとならび，J也 ;~ 11 1!，lj二に よる宅地告1Iをつかめる時

JVJで，%lIlrまたは抗6111Jで宅地に建物と井戸をセットにして配世している。坪の陶ではSD1258 

を北の境と し，その前にrl'火却を空地にして建物4桃 (SB 1181・1197・1210・1222)を建て，

:)1:戸はSE 1180をひき続き使)IJする。その北では， S D1258とS0127111¥1を50尺にとり ，;)1:戸

S E 1230と2仰の建物SB 1244・1255が配泊'される。調査|天の北ではS01310とSD 1271聞を

100尺にとり，建物6N!と:JI二戸SE 1260を配置する。+1二戸SE1260は市のSE1180とSE1230の

線 lこに新たに抑られたもので，一辺約 1111，深さ1.3111の方形抗11形の氏に1111物を据えてし、る。建

物6N!はSD1281で南北の 3N!ずつに分維でき，この|文j或はさ らに紺|分される可能性が強し、。
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CJ切には建物12;慨がある。建物の配置等についてはB即lを踏襲し，それほどの変化はない。

D期には建物8倣が南に集中する傾向がみられる。 B・C期と異なって，中心建物とよべる

ような大規模な建物もなく ，建物数も少なくなる。井戸SE1260は廃絶し南の道路状追梢SX

1162はこの|時期になって宅地を狭めて作られる。また， S B 1252のように地割fi'lj.と重複するも

のがあり，宅地の変更があったものと椛定される。

EJ明では建物8都uがあるが，DJnIより倣夜する傾向がみられる。
9 T1の調査を通して，小路と平行で同じ胤伎の道路状遺構の存在が明らかになった。また建

物規模は桁行11聞から 61討1まであるが311，11程度の小規模な建物が大半を占める。 9T1は市に関

係した施設とも考えられるが先述の左京3条2J;!jl5TY.や5条1W 4 J~ドの建物よりもさらに小規

模であり，宅地割の問題を含めて，平城京内の宅地のあり方の多様さを示している。

10T1の3.f.iJNt 道路状遺構1条，総2条，捌立柱建物12!i主，;)1:戸1基がある。 10坪は京ili椴

定地の東北部にあたるが，市の外聞を区画する施設はみられなし、。道路状遺構SX1333は9坪

のSX1l74と連続するもので， .f.]i.の東に検出 した。 SX1333は西に側満SD1334を作い，SD 

1 334 と南北小路の西~lIJ裕 S D1332との僻心々距離は6m (2丈)である。 ;)1ニ戸SE1392はIIk4め

を使用 した井戸で一辺1.1m，深さ50cmの方Jr*の抗ITH診の底に，さらに直径55cm， 深さ55cmの円

形の穴を掘り，そこに1111物を据えつけている。今回の調査で検出 した建物は 2rUI3問の束凶棟

S B 1391のみであるが，第94次の調査ではこの南に多数の建物を検出した。

薬師寺西僧房地区の調査 今回の調査は似l院の復原とその変造を切らかにするとともに， 境

内整備計画の資料を得る目的で， 手fの委嘱により当調査部が行なった。調査地域は凶僧房跡を

中心と して，食堂西端，t~î楼 . iLG"四郎などを合むj也j或と説本:j;I]の北方地域とである。以下11闘を

追って述べる。

西僧房 薬師寺僧房については，薬師寺発掘調査団(1司Hミ杉IJJ信三氏)による昭和45年夏の

調査で東伯房を検出しており，他民の位1tL，平而などが切らかになっている。今回の調査は食

堂をはさんで、対称の位慨にある凶僧房につい

て行ない，大房，小子房の-iijl.両房の11.11に

ある付属屋及び石総で画された空地を検出し

た。大房北側は中世の絡によってかなり磁波

されていたが，大房はIIIく腕土に覆われ保有:

は良好であった。

{曽房基砲は径20cm程の玉石を-J1Jに並べた

低いものであり，大房，付属屋， 小子房がとも

に同一基田上に建設されている。基埴前而葛

石の出は庇柱心より 2.1口1で，そのiYiに桜し

て幅約80cm ， 深さ約20c皿の業訓~I りの雨務総が
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平主主'~.跡と半以)1~ぬかの発jll\，;11，11仁

設けられている。大訴は食堂と隙心をそろえた点f!'iI'Jl!であり，食堂1&)1じとりつく第一民から

部 じ1Jjまでを|失11¥した。食堂西日lIJffiiと(自民バC2L:は心 で々約 7111離れる。大o-jー房は桁行 2IMJ.

20)くu:判。，梁行 4/1¥J・38尺であり，1弊りのujとは位てイL切られる。各房は梁間20尺の身舎と

iIIi後各9)-(の}lEffll分からなり，大きく前、'1'、後の3市に分けられるo IIIi室前回には凝灰岩の

j也tilが20尺の川をj函り ，iri初は中r:-¥Jに柱がないが，1去にIFI(!iをほぼ3等分 (6.5尺.7尺 .6.5尺)

した(¥/:1;'1:に柱を立てιl'火を扉口に改造 している。'-1'本は20)¥'.IIQ)iの広II¥J-C、正而はれ|首13 II-~I と

し'1'火11'，]8)くを)jj!.仁1 ， 同協 1 1\ 16 尺は挫となり ， 背 1(11 は '1 '火に柱~ _\'j: て IJ[j方問は盛で ， 束力川は

バU:i，j3)えを出，ý] り 7 尺を後室への扉 1-1 と している。後 '+ ~t J.l~ il l.j二 'i{t二分け られる。西側は束

lúit.乙庇!. I_Jをもっ部屋となるが， 東側は背 1 (1 1<，二 ~tの民跡はなく ，外ノJへIm )j!i. となっ て いる。

長}境や各五Jのi克は瓦を重ね技ベfこ地法iが放かれている。このJ也?むには，両側に平瓦を立て，

その11¥11三、iλ瓦を重ねたものと，さらにその上にのし附状に、ji-]，じをRねたとこ ろとがめる。また

j也桜」二f乙)ilさ約15cmの焼けた土壁が逃イ子している例所もあったo ( 11 /.r;~内部lには小形の凝灰岩切

石やNj.， ~llmi石などをJTI いた束石が終然と配ii"，' されており ， これらをもと tこ各房を通じ， 1&)， 
にはTKを設け，.J;I-U!'!際には慨を設けていた状況が組以できるo後本は瓦やほ石が置かれていた

り，また第三 ・七房では床張りの痕跡があり，その使い)jlこぶがみられる。大房の改修は前同l

i筑):}(:L;'l也躍石以外κもみられ，上/I.¥Jのかさ上げや，脆イーiのJ二十乙石を IlJねて住総l元のj向朽を修理

したと jl~l，われる個所があった。 床 ・ lJ!lJの点石である級以幻切;Ciは ， 後にはJ5Jjや野而石に ii't き変

えられたところがある。 前五も後に巾火i/¥lIriJ総床iJ.長りを行な うなど改修されたところがある。

大l.J，'の北ullJ柱心から2_4111北には，各民ごとに|剖側柱簡を大1J，'のjJJJ克にそろえた 111'，Jx 3/1¥Jの

|対北側主~4Þ)があり ， その東側に L字Jr~の -'î石 l''IJ' f .::. ~I 'i された ' 1' )定を検山 した。 こ れは各万?と も 同

燥に配されており ，その建物はI{i引24尺架1j' 8)ぐ-C，大l.JH乙比られるよ うな瓦を屯ねた地出が

ある 。 IJ'J fiHには川仕切りがなされており ， 波り }lîliでは伝く m~@. としての使川が考えられる 。 元

JJll-Sの「検出色帳」に見えるl判再に当たるものであろう。さらに二の部屋の北stlJ柱心から

111 の l、./:1白じ桁行 2 1/ \J20尺 、 架行 21 /\J 1 4尺を-1J1 とするJ.lù出版の小了 ))jの存干I~を確認 した。 小イ­

l1j-INiifこはJI延般を両側に立てた幅約40cmのIH1M，V;がめり，この儲から大J刃正問i蔦石までは約

30.5mとなる。ILI.j第三1Jjでーは小子房建物の下に木I泌が泊り，'1'出から北への排水施設と思われ

-? 
G。

r柴印Ii "!d'~ま J包』 によると ， I的自ーは天I徐411'-(97311'-)に焼失し， -':mはr'l述されたとしている

が，今1"1の調査郎分てがの再建は行なわれなかったものと，与・えられる。これは後述の遺物の状lA:

からも IljJらかである。今|旦|の調査は，追川の保イf状況がよく，('，月房のさ|λ山をはじめ，床などの

施設の状削まで切らかにすることができた。また大IAと小 ()jjのIl¥ltこ付属毘があることが縦認

され奈良H寺代のi目l.Jjの研究に多くの新 しし、資料を仰ることができた。

食立 食堂はH日和45年の調査でも~/_: iQ~ ・ 越峻m校 (点1叫46.8 111X INJt21. 7111)正而階段及び基

出)，'，iW1の状況が切らかになっている。今liilの訓売は食吃回出を発効11し， 北開とTm聞の基樹J也桜
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釘n312<1旅r~ l j守"R則的üH叫I!~ð/.l五f.j出li;区l

石， 玉石敷きの犬主主りと H:j~再出及び建物のi出側柱列を検山した。法図上而は削、|λされていた

が， ï!.H北問には.ff~石を ， 西側中央とその時Jの推定柱(立l百ーには礎ゐi ，;地業と考えられる砂質l-.の

地固めを，倹I.H した。これによって食笠の架行は， 身舎 211~J1 5尺等 Il 'd ， 庇1 2)くと Hfj定することが

できる。食堂西田市寄りの犬走り部分では石敷きの痕跡が見られず，また{曽l万前!記にI(lIする位

置でもあり，ここに階段の存なが考えられる。

鋭楼 鈍機跡の調査は今回がはじめてであるが， これと対称位置の縦楼についてはすでじ

調査が行なわれ，基鹿規:J!，%や階段位置などが確認されている。鈍後は経後と正しく対称の位世

に検出された。基胆」ニ而はかなり削平されており，礎石抑え付けの浜跡などは失なわれ，柱位

置は不明である。基凶化粧石はほとんど依き取られていたが，北IllIと凶聞に凝灰岩・製石ド告を践

し，北町i石階部には地郡石が一部逃存していた。 しかし北而では，石階部以外の抜き取り絡は1隔

がせまく地磁石を|的し， n;(桜羽目石を立てていた可能性が強し、。北町l石附はl陥3.3m，山約Q.9

口1で，西而階段はIPT;¥4.1m出が約 1mである。これによると基喧規模は点西15.8111，Fお北19.5m

に彼原され，経楼主主j臼と全く同規模であることが確認された。したがって 『縁起』に見える鐘

楼とくらべると，問聞のU;l?&.の|封は4111を越えることとなり，かなりlIifの出の深い防造を考え
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よ!，¥色士;然(!・2) 土問Ii総(3-5) Jk. flll1初日:';'(R-IO) 紘官11陶加(11-12) 'i'I'縫(i-I:3) 白磁(6)

第1 41 ~1 ;!iS印li.'hlli((t'l/Jj跡IH土の七総

ねばならなL、。

木J)j北ノjj也t(の，O.'，lfi J3M!=.の*J)jの北約25111のところにIPI，¥3 I!l， J..i:さ30mの点ILljトレンチを

2本設定した。

東トレンチ |尖 11\ したおもなi立川は 1)~14 と桝 l である。 1・峨からは平安初JUlの qi. f11-を合む

多量のH_汁が投挺された状態で山 |二 した。 i将は市北)j向で ， その J.I~hiを険川した。総J!ll[二t二は

1・Z器が含まれるが，州JFi2えび緋l副主町E，i<<できなかった。

凶トレンチ トレンチバドドで瓦総を合む'1'111:の 1"峨 21立びピット 9を|食IL¥した。ピッ トはほ

ぼ束rLljに被ぶが，ill1~ゃ tJJl1などのまとま りはつかめず性絡はイサjである。も っとも必のピ γ 卜

から 「梨{川氏!('*院」針の'1i.1平瓦と灯別IIILが/1¥1..している。 トレンチ1)4、11.ーでは近世以降の |二!!I'i.

~ I・戸 ， お列を倹 11'，し たコ 上臓からn別 111 1. ， 近|止の 'Ji.f SJZJ.じが 11 \-1: した。 ~ I二戸は筏1. 5111 ほどで，

1; ' 1':を_k石で I'J)r~に前み， 上、ドを丸木で )j形に組Ji-， 上に!平阪でお:をしている。石刈は尚北)j

向で， ~I二)i J.ld!lJの 1:間めと j品われる

こ のj山灰は 『茶í:ijj ~l'紘J包』 引月l の 「打li ， i~J 0)記械によって，倉illl誌などに比定する~.・えもあ

るが，今川の制合.では別的lfiに奈良11キ代にさかのぼる巡航は確認できなかった。ただ;.jiトレン

チ凹y1fÕの南北li'，');~二ついては，これが朱比11:(( ににさかのぼる とすれば， か域内における 条.j;}j J長l係

の逃構になるIIf能性がある。またiJ:Jill引にの絵凶而によればこの付近は (-院跡で西トレンチ発

見の諸迫h'liがそれにあたるかもしれなし、。
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なお， TlliI主|出riは後|止の破壊が著 しく，基出土の-ffl¥を検出 したにとどまった。

遺物 凶{白房跡からは瓦，二|二掛，金l官製品， プfラス製品，石製品など多様なー追物を発見し

た。これらはすべて天機4年 (973年)の火災でJm没したものである。

瓦煩 瓦煩は{曽房基凶上及びその同辺に広がるvu二'.1"から大量に出上した。!Ili瓦でみると本
来nili寺所)13瓦と同氾のllH丸瓦6276A.Bが全体の約209杉， !llf'ILsI6641 G. H:lf，iJ.式がが;60%を占め

ている。また僧房のiyj側の瓦湖りからは，従来本来[師寺でも例の少なし、6121型式が瓦当部完形

で11:¥土したのをはじめとして瓦が大量にl土l上した。なおその'.1
'
に|刻元通宝を押したSV'}Lがある。

この平瓦l剖'In巻作り によって作られた可能性が認め lつれる。平城宮式と附似する瓦当文様で，薬
師寺のほかは出七していなし、。!liI丸瓦6304E型式及びjji.PIi.瓦66640型式のものもかなりあり，

奈良前期の瓦とともに平域移迎附の屋摂に用L、られた。平安|時代のものは巴文を含めて多くの

種類が出土した。その中に従来，天欲火災後の再建に|英l述する瓦として平安I:I'WJごろに考えら

れていた 「保古作」の瓦もあるが， I国IJ.jの1/¥1仕切りの補修に{史われており，少なくとも天欲火

災以前にさかのぼることが別らかになった。

二|二部猿1 I曽房の床而か ら土r.Jl i総 ・ 須，'t'~部 ・ 煤色土器 ・ 灰治I!陶器 ・ 鉛漏i胸部 ・ 小国製磁総が

出七した。このうち大多数を占めるのはこ|二nm総，よl占色土器の椀 .JIlL煩で，これに少抵の灰制陶

部，椀， JIII.が );11わって 日用 ( 1 '掃を構成している。これらに刈して数は少ないが， 三彩多l!flj ~:!: ，

二彩鉄鉢，緑漁1I呑炉，I監蛍，椀，JIII.， f1'く利I多l灼置などのイム~f~がある。このうち三彩多l府直， 二

彩鉄鉢は明らかに奈良時代の製作になるもので，約200長1:"1/¥1の伝|止が女iJられる。 また緑稿111盛}n~

は口縁部の欠損後，縁を王子らに隣L、ており， m途をかえての使川がうかがわれる。 117般にはJ!，Ii
花文水注と椀がある。腕には口縁部を切り込んで輪花と したものもある。水注は湖南省瓦j企J51-:

2集の製品であり，日本での出土は稀砂;!)に属する。l主I(必は怖で，~まぼ完形のものである。中国製

磁探はいずれも唐末~五代の製品である。

金属製品 金属製品のうち妓も社日されるものは小金銅仏断片である。火熱で変形 ・破損が

著しいが，反花，~;'F{Eを重.ねた台座と両j関n~'{ftl及び衣の-{!iIを践している。像高を復原すれば

30cm前後になろう。これに近接して}lif子の一部と}G_I，われる金銅板も山ー1:している。そのほか数

多くの鉄釘が出土し，鉄製戸口金J-l，や銅製かんぬきなど建物に関係するものも多L、。以」このほ

かに，ガラス製小玉，1砥石が発見されている。これらの逃物はあfの前室 ・'1'宣の京寄りの部分

に集中して発見され，なかには棚から転泌 したような状況を示すものもあった。

今回のLI:l土遺物は絶刈年代を知り仰る良好な資料であるとともに， (ì~llSにおける生活係式を

具体的につかむ手がかりとなる点で大きな志、!!;fえをもつものである。

大安寺銭楼 ・僧房の調査 大安寺小学校の校舎町i築の現状変更に{el九、奈良市の依頼でl発侃調

査 したものである。発抗~l j也は大安守主主楼および僧房にあたる。鋭機についてはH召手'1.138 ・ 41年に

一部調査されているが(奈良国立文化財研究所作報 1964・67割問，今回は鑑後北間から{田房東側

柱列にかけて発効lIlし，鉛I!.，'憐とijilJliiiとの関連などが一層別らかになった。
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め151::(1 大:ム;o.'Hij'(桜j也|亘:yHI¥;:li，j&..ir.W，~凶

鐙桜 i立Wiは伐いところてサ主現校出I(!Iから約20cm1イで検111された。基副上I(IIはかなり削平さ

れていたが，北側柱列にあたるlH.l.i1洋3個所を倹IUした。架11¥1は7.4111 ()什ι)~25)りあり， Ii大

安;o#(I.n眼目縁起Jf:流記資11村長』記，1支の rJえ三丈八尺，J1il二コlIi.尺」とよく一致する。基由化粧は

凝灰岩製で， 1也珪i石の-ffllが西北1i!1!J と北而十二位る。 Jヒ l白 Î 'I'火郎にはi也聞を j~'i えた瓜跡はみられ

ず~紫1!iliに直後つながっている。鈍倭北ØUI柱心から北l仰也出石， I白i~~附心か ら IIYI (1jj也lü ラ イン

までの距離はいずれも3.7mあり ， i!ik由はよiU!.H4.8111に彼阪できる。 l山(IIで‘は幽北地部ライン

の外ノ7にj[石の按き取り併を発見した。現了f:凶北I~J\ j也 t!1石はこの抜き取り榔の J~li上の上に加え

られている。

l紫)郎 錨楼と"位~ïlY'llf廊をむすぶもので，先年の出~1f.で似石が発見されていた。今 1"1 の品，\j

在では， 繋廊l有妥の根石がj若1位、北1(liJ也出:(Iにほぼ接し，)i::心から鈍後北側柱心までは約4111 

(13.5尺)，架1:J1f-;3.6111 (12尺)， I行行約2.7111 (9)~) で北へ延びていることが判明し， 鋭惨と

のとりっき状泌が一回開縦となった。 w川約3.6111 ( 1 2)~) は『資財 11民J の「ぷ各二丈じ犬，民

一-丈凶)~J に比べると 2)く狭L 、。しか し， ム之さは仮に 9)て 3 1 /\ 1 とすると 2 丈 7 パとなって一致

する。今 l"II~HI:lの似石は 1 ，;1一位i!'(で上ド 2 J切に重なっている。品目掛北1(ljj也lY.1石には!燃lUii羽I-I，f:j

のかかる欠きこみがあり， ~鼎版[1の見ay~1材。111'こ延..[j4五きJIiI.り怖も検 11 1 された。

l問白JJj fiヂ資tt財l付オ村1似脱』にみえる 「幽.ぶE房:北刈」のバ点{側れ筋fにこ州、吋l竹1するJ似以4心_jl昨洋 2例j刈好を倹山した

往|川;日川lリlは3.9J1l (α13幻jパ《心)である。;1基i主主凶の3発E抗仙似iI 怪区:北、γI".~じ4ι斗二コtは土 l制1附雨 2. 5 11川11 の lリ1' 1也止ι管がJ点i坂t収ミa阿q方 [:

J折庁れて延ひび，ている。さらに基均年i.lUlri刊には近1":の南北怖が姉!られ，基担当IIIij(Jjの状出や雨鋭部は明

らかでなし、。また，この(自民と鋭機の1:¥liιはおW(.!bの，[Il肢の民跡が検川された。凝灰組制Jlは

l亭いところでは約4cm銭っているが風化が諸-しく日地やもとの広がりなどは不明である。

造物 I[.が多数を占め， ニl二部はとかlJ:て'あるo Jiの大部分は， II'~)J:} ・ ~，'i! 1輩、のほぼrr l H Iにある

~t 1..峨(来凶約7m Xj削t3.5m ) から集中して出 1 : した。車|丸j.L6138.11~式，軒、ji.瓦671 2型式が最

も多く出 1..した。I..:?i'fは，お'ill姿pq側の延石抜き11)(り併のJ:91卜.から10世紀頃の特徴をもっ上f目i総

・ 以色 L:~:t ・ 灰利l陶探の依}十が出土 し，封iî惨とその)， '，1辺の改修のil~.代の上限がおさえられる。

C'，と;本:長二f!ll・川越俊一-尚治i2l!ー)
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